
家庭ごみの現状と課題

・ 生ごみが４割，紙ごみが３割と突出して多くなっています。
・ 手付かず食品や食べ残しといった「食品ロス」が約２．６万トン，リサイクルが可能な雑がみが，

約２．０万トン排出されており，この２つがごみ減量のターゲットとなります。

燃やすごみ（約18万トン）
の内訳（令和２年度）

燃やすごみの容積比
（使用用途別割合）

生ごみ：

74,074t

（40.2%）

紙ごみ：

52.481t

（28.5%）
衣類・身の回り

品：4,647t

（2.5%）

剪定枝等：

2,969t

（1.6%）

プラスチック製

容器包装：

14,051t

（7,6%）

缶・びん・ペッ

トボトル，小型

金属，

スプレー缶：

3,209 t

（1.7%）

その他：

32,970 t

（17.9%）

古紙類

【新聞，ダンボール】

2.452t

（4.7％）

雑がみ

【紙箱，包装紙等】

20,432 t

（38.9%）

リサイクル

できないもの

（汚れた紙等）

29,596 t

（56%）

リサイクル
できるもの

44% 調理くず等

48,288t

（65.２％）

食品ロス

25,785t

（34.8％）

手つかず食品
17.8%

13,189t

容器包装

全般

49.2%

商品

31.4％

食料品

10.1%

PR関係

2.9% その他

6.5％


